就業継続が可能な看護職の働き方の実態調査
　　―夜勤負担に関する調査―（スタッフ用）

以下の設問に該当するものに○印、又は(　　　)に記入して下さい。

１　回答者の背景
1） 設置主体
（　）国 
（　）公的医療機関（県立・市町村立、赤十字、済生会、厚生農業協同組合等）
（　）社会保険関係（ＫＫＲ、厚生年金等）
　（　）医療法人
　（　）その他（社会福祉法人、医療生協等）
2）貴施設の許可病床数はいくらですか
　　　　　（　）99床以下　（　）100～199床　（　）200～399床　（　）400床以上
　 3)　年令
　　　　　（　）20歳代　（　）30歳代　（　）40歳代　（　）50歳代
　 4）月平均の夜勤回数(　　　 回　)　

２　夜勤・交代勤務形態については以下のどれですか
※２交代については1回あたりの夜勤時間数を記入して下さい。　
（　）2交代勤務（1回あたりの夜勤16時間以上）➔　(　　　　時間数)
（　）2交代勤務（1回あたりの夜勤16時間未満）➔　(　　　　時間数)
（　）3交代勤務の逆循環(日勤➔深夜➔準夜)
（　）3交代勤務の正循環(日勤➔準夜➔深夜)

３　勤務間隔は11時間以上あいていますか
（　）　はい
（　）　いいえ　
↳　どんな時に間隔があいていませんか、その時間間隔は何時間ですか
（　　）日勤➔深夜勤　　　　　　　（　　　　時間）
（　　）日勤（超過勤務）➔日勤　　（　　　　時間）
（　　）準夜勤（超過勤務）➔深夜勤（　　　　時間）
　
４　勤務間隔11時間のインターバル確保をするための阻害要因となる時間外労働削減のためにどのような取り組みが必要と思われますか　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可）
　　　（　）増員と適切な人員配置
（　）業務改善
（　）タスクシェア・タスクシフティング
（　）看護補助者との協働
（　）適切な業務分担
（　）時間外勤務短縮に向けた意識改革
（　）時間外労働発生時、次の勤務を遅らせる代償休息をとる
（　）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
５　勤務の拘束時間は日勤・夜勤とも勤務拘束時間は13時間以内ですか
（実労働時間+休憩時間+時間外労働）
　　（　）はい　　（　　　　時間）
　　（　）いいえ　（　　　　時間）

６　頻繁な昼夜遷移が生じないように、月の前半で夜勤のみ、後半で日勤のみにするなど連続した夜勤は避けていますか　　（※昼夜の頻繁な入れ替わりは、生体リズムと生活の負担になる）
　　（　）はい　　（　約　　　時間　）
　　（　）いいえ

７　夜勤が及ぼす健康への影響について、いまどのような自覚症状がありますか（複数回答可）
　　（　）眠たい（　）体がだるい（　）イライラする（　）気が散る（　）集中力の低下
（　）肩が凝る（　）腰が痛い（　）頭痛
（　）その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

８　　以下については2交代勤務の方がお答えください
勤務中の仮眠取得状況と仮眠環境についてお答えください
　1）勤務中仮眠取得できている
　　（　）はい　　（　約　　　時間　）
　　（　）いいえ
　2）仮眠環境は確保されていますか（複数回答可）
　　（　）はい
　　　↳（　）仮眠専用スペースはないが横になれる場所がある
　　　　（　）個室はないが仮眠専用スペースがある
　　　　（　）仮眠専用の個室が必要数ある
　　　　（　）仮眠専用の個室はあるが必要数はない
　　（　）いいえ
　3）仮眠室の環境は整備されていますか
　　　　①仮眠室の場所　　　（　　）部署内　　（　　）部署外（　どこに：　　　　　　　）
　　　　②仮眠室の備品　　　（　　）ベット　（　　）ソファ　　（　　）寝具
　　　　　　　　　　　　　　（　　）シャワー　（　　）洗面台　　
　　　　③環境　　　　　　　（　　）環境整備されていない
（　　）環境整備されている
（　　）モニターアラームやナースコールが聞こえる

９　就業継続が可能な夜勤体制のあり方についてご意見があればご記入ください




質問は以上です。アンケートにご協力ありがとうございました。
